
 

ＭＲＩを増設しました 
 

 

機器の概要について 

 当院では、核医学検査室を一部改築して、その奥に新たに最新のＭＲＩ

(磁気共鳴画像撮影装置)を増設しました。昨年 12 月から稼働を開始してい

ます。この増設したＭＲＩは、これまでのＭＲＩに比べ、より詳細な画像

が得られ、特に脳血管、胆道系の疾患により多くの情報を提供できるよう

になりました。また、これまでできなかった画像分析が可能となり、早期

の脳梗塞等の診断にも新たな情報を追加できます。検査時間も短縮し、従

来の約 2/3(約 20 分)程度です。唯一の難点は、検査時の音が従来と同様な

ことです。 

いままで使用していた旧ＭＲＩも新ＭＲＩと同等の性能を持つように改良しました。装置の外観は異なります

が、どちらのＭＲＩで検査してもほぼ同じ画像情報が得られるようになりました。２月から２台のＭＲＩが稼

働していますので、一日の検査件数も従来の 2.5～3 倍になりました。 

これまでＭＲＩ検査は予約待ち期間が長く、ご迷惑をおかけしましたが、ようやく解消されることになります。

現在､ＭＲＩ検査予約は３日以内になり､緊急検査にもこれまで以上に対応可能になりました。また､当院と桐生

広域圏の各病院や医院との連携推進のため､院外の医療機関からの検査依頼の予約待ち期間もなるべく短縮した

いと考えています。４月から院外の医療機関の検査依頼を毎日２～３人お受けする予定ですので､従来と同様に

ＭＲＩ室(内線 506)まで直接ご連絡ください。 
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「造影剤使用に関する説明・承諾書」について 

ＣＴ・ＭＲＩ検査では、「造影剤」という薬剤を血管に注射して行うことがあります。造影剤を使用すること

により、病変が明瞭になり、病変の性質についてのより詳しい情報を得ることができます。造影剤は、安全な薬

剤ですが、まれに副作用が起きることもあります。現在のところ副作用の発生を正確に予知する手段はありませ

んが、過去に造影剤でアレルギー反応のあった方、ぜんそくの方などでは副作用の発生率が高くなるといわれて

います。 

最近の医療動向、医療事故防止の観点からみて、造影剤を使用する場合には、これらのリスクについて説明し

患者さんの同意が必要になってきていると考えられます。そこで、本年１月からＣＴ、ＭＲＩ検査で造影剤を使

用する場合には、「造影剤使用に関する説明書および承諾書」をもとに検査予約時に造影剤のリスクにつき患者

さんに説明し、同意を取らせていただくことになりました。この「承諾書」は、原則として検査毎に必要となり

ます。手続き等で煩雑なこともあると思いますが、ご理解、ご協力いただきますようお願い申しあげます。 

 
 

病診連携による糖尿病栄養食事指導について 
 

１月１３日から地域の「かかりつけ医」で治療されている患者さんを対象に、完全予約制にて「糖尿病栄養食

事指導」を始めました。 

生活習慣と密接に関連している糖尿病治療の継続のために、食事内容や、ライフスタイルの見直しをサポート

していきたいと思います。 
 

☆ 対象となる方 肥満や糖尿病（糖尿病境界型を含む）の患者さんで、地域のかかりつけの先生がより適切な

栄養食事管理が必要と判断した方 

 （※ この栄養食事指導をご希望される患者さんは､かかりつけの先生にご相談してください。） 

☆ 予約について 地域医療連携室にて、地域のかかりつけの先生から事前に紹介診療予約をお受けいたします。 

☆ 費用 保険診療 

☆ 実施日 毎週火曜日 午後 

☆ 当日の流れ 

・ 13時～14時   糖尿病専門医による診察 

場所：内科外来 

内容：栄養・食事量の確認、見直し 

・ 14時～16時 管理栄養士による栄養食事指導 

場所：８階第一会議室(変更の場合もあります。) 

内容：食品交換表の使い方についての説明及び質疑応答 

（※ 現在､常勤の管理栄養士は4名おり､この内2名は糖尿病療養指導士の資格を有しております。） 
 

◎ 栄養食事指導後は､紹介元の医療機関にて、通院加療をお願いします。 

◎ 集団での栄養食事指導ですので、カロリー制限・塩分制限のみの指導とさせていただきます。 

◎ 糖尿病性腎症が進行した場合などの蛋白制限は､個別指導が必要ですので、一般外来への紹介診察

をお願いいたします。 

◎ 食品交換表（945円含消費税）は､当院の売店でも購入できます。 
 

お問い合わせ  地域医療連携室  ＴＥＬ ０２７７－４４－７１７１   内線８２０ 
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ピ ロ リ 菌
ヘリコバクターは粘液層の最下層に住みつき、その

付近の粘膜層は正常な層構造が破壊されている。 

 

粘膜層 
何層かのきれいな

層を作っている。

 

胃壁 

生理検査を紹介します 
 

こんな検査をしています 
 
心電図、トレッドミル(運動負荷心電図)、心音図、脳波、筋電図、呼吸機能検査、心臓カテーテル検査、 
ホルター心電図、ピロリ菌検査、骨密度、血流測定、各種超音波検査（頚部

け い ぶ

、乳房､心臓、腹部）などの検査 
 
1） 心臓の検査・・・心電図、心音図、心臓超音波、トレッドミル(運動負荷心電図)、ホルター心電図、他 
 
  
  
   
 
 
 

2） 脳・神経の検査・・・脳波、脳幹、神経、筋電図、他 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3） 超音波の検査・・・頚部

け い ぶ

、乳房、心臓、腹部、手足、他 
    
      
          
                
 
      〈胆石〉 
 
 〈胆石〉 
 
4） 肺機能検査・・・喘息や肺気腫、他 
 
 
 
 
 
現在 8 名の臨床検査技師が担当し、その内 1 名が腹部超音波検査士、2 名が糖尿病療養指導士の

資格を有しております。検査のことなどお気軽にお聞きください。 

       次回は､検査に関わるさまざまな情報を紹介します。 

  

 気管 

肺胞 

気管支 

 

〈腹部超音波〉 

肝臓、胆嚢
たんのう

、 
腎臓など 

中央検査部紹介 2 中央検査部紹介 2 

〈 心 電 図 〉 
不整脈や狭心症 
などの検査 

〈トレッドミル〉 
(運動負荷心電図) 
狭心症の検査 

〈 脳 波 〉 
てんかん 
器質的変化 
脳死判定など 

〈ピロリ菌〉・・・胃潰瘍 
薬を飲んで検査します 



 
 
 

患者サービス向上委員会 
このたびの外来患者さんアンケート調査(１０月６日～１０日)について、ご協力をいただき大変ありがとうございま

した。アンケートの回収結果は、９３８人の方に回答していただき回収率は５０．７％でした。 
この結果を踏まえて､《患者サービス向上委員会》が主体となり分析、対応、対策、改善などについて､それぞれ

の項目ごとに協議検討を重ねております。その中でも特に診察待ち時間（下図）についてのご意見が多かったこと

から、早急にその対応策として､現在何時の予約の患者さん（予約率８４％）を診察中であるかを表示し、患者さん

の待ち時間が即、わかるようにいたしました。 
 
            診察待ち時間結果                 《予約患者さんの診察時間割表示》 
 (外科受付) 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
◎ また、アンケートの意見を分類した結果は次のとおりでした。 
 ❈ 待ち時間関係 １１０件 ❈ 受付、会計、検査、薬局 １８件 
 ❈ 駐車場関係 １２件 ❈ 具合の悪い時の対応 ７件 
 ❈ その他意見 ５３件 ❈ 感謝 ２８件 合計   ２２８件 

（多数のご意見ありがとうございました。） 
これからも患者さんからの『貴重な声』には、職員が一丸となって改善を図り、患者さんへのサービスの向上に努

めたいと考えております。 

外来患者さんアンケート結果 

   診察待ち時間（初診．予約なし再診）

１時間以内
30.3%

３０分以内
17.7%

１．５時間
以内２２．9%

２．５時間
以内 ６．５%

２．５時間
以上 ８．２%

２時間以内
14.3%

診療待ち時間（予約あり再診）

２．５時間
以内  2.5%

２．５時間
以上  1%

２時間以内
6.8%

１．５時間
以内 16%

３０分以内
37.4%１時間以内

36.2%

≪基本理念≫ 
向学心と優しさに満ちた医療 

≪基本方針≫ 
1. 私たちは、患者さんの人権を守り、患者さん中心の安全で優しさに満ちた医療を行うよう努めます。 

2. 私たちは、日々研鑚し、患者さんに良質で高度の医療技術と医療サービスを提供するよう努めます。 

3. 私たちは、地域中核病院として、他の医療機関との連携を推進し、地域医療のニーズに応えるよう努めます。

4. 私たちは、地域に密着した医療を提供し、地域住民の厚い信頼を得るよう努めます。 

１月から表示可能な下記の診療科から 
順次表示を始めました。 

（眼科、整形外科、泌尿器科、脳外科、産婦人科、
皮膚科、耳鼻科、外科、歯科） 


